


最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 
それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです。 


Interface 

インターフェイスは、''人と技術の理想をめざす〃日立のスローガンです。 
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第 39 回全日本高校選手権大会 


(男子）小様 


が初優勝一^ 


(女子）浦和実 




第39回全日本高校選手権大会(昭和63年度全国高校総 
体)は、 8 月 1 日に 開会式を 行ない、 2 日から 7 日まで 
の6日間、兵庫県加古川市で熱戦をくり広げた。 

男子は、選抜大会準優勝の明星(東京)が初戦の2回 
戦で、長崎日大高の前に敗れ去るという波乱の幕明け。 
結局、混戦の中を抜け出してきたのは、選抜大会優勝の 
横浜商工(神奈川)と小禄(沖縄)の決勝対決となった。 
この両チームは、選抜大会でも準決勝で対戦、この時は 
横浜商工が後半逆転して、 21120 と1点差の僅差で勝っ 
ている。その雪辱に燃える小禄は、立ち上がりから積極 
的なプレーを見せ、一方の横浜も一歩も譲らず、好ゲー 
ムを展開した。結局、今大会は小禄が終始先手を取って 
逃げ切り、見事初優勝、沖縄県に初の栄冠を持ち帰った。 

女子も、力の接近した争いが展開されたが、決勝に勝 
ち残ったのは浦和実(埼玉)と川崎北(神奈川)という 
関東同士の、しかもどちらが勝っても初優勝という新鮮 
な顔合せとなった。関東同士で練習試合も行なっており、 
互いに手の中を知り合った者の対戦は、前半から女子の 
試合としては、激しい点の取り合いとなったが、浦和実 
が一歩リード。終盤のせり合いも勝って見事初優勝を飾 

った。 

こうして男女とも初優勝という結果に終ったが、伝統 
校と新興校の対決はなかなか興味深く、今後とも各校の 
ょり一層の精進、健闘を期待したい。 
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県岐阜商 o n — 7 4 宮崎西 
(岐阜) 3 11917 j 1 S 崎} 

〔戦評〕双方ともスローぺ—スで 
相手の出方を見るが、前半中頃か 
らぺースをつかんだ県岐阜商が加 
点し、前半 11 対 7 で折り返した。 

後半に入り、リズムに乗った県 
岐岐阜商は速攻で加点、大差で終 
了した。(茨木) 
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小松明峰7 f 13 l 10 l 2古川商 
(石川) 2 114112 2 ( 宮 S 

〔戦評〕長身者をそろえた古川商 

は、立ち上がりロング、ポストで 
加点し、リードしたが、小松明峰 
のディフェンスがシフトを変えた 
ことから攻めあぐむよぅになった。 
力.の占川対スピードの小松明峰の 
戰いとなったが、苦しい態勢から 

打た.され^.古川のシュートを、小 
松明峰は速攻につなげ、点差を広 


げた。両チームともディフェンス 
に粘りが欠けた。(村尾) 
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桑 名 36I6 〇大分電波 
(三重) 17 l 4 j 1(大分) 

〔戦評〕前半、大分電波は荻本の 
フェイントシュ—卜を決めて先制 
するが、桑名もすぐに蛭川のフェ 
イントシユ ー トで同点とし、 さら 
に得点を重ねて突き放しにかかる 
が、大分電波も粘り、後半 15 分ま 
で1点を競ぅゲームが続いた。し 
かし、桑名は マンツーマンされ て 
いた輕川がシュ—卜を決めてチ I 
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读古岡梅水加山岩本越蛭三江 
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ムのリズムを取り戻し、 3 点を連 
取して試合を決めた。(丸谷) 

長浜北8 foo !6) 5日大明誠 
(滋賀 ) 1 110 —9 1 ( 山梨) 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
堅さが目立ち、なかなかぺースに 
乗ることができなかつた。10分過 
ぎから長浜北が堅い守りからの速 
攻などで徐々にぺースに乗る。一 
方、日大明誠は最初ミスが目立.つ 
たが、徐々に落ち着きを取り戻し 
得意の個人技で追い上げ、結局、 
前半は8—6と長浜北の2点リ— 
ドで終る。 

.後半に入つて、日大明誠が若月 
のミドルシュ—卜などで一気に追 
いつくが、長浜北も川瀬のポスト 
シュートなどで突き放す。その後、 
日大明誠の個人技、長浜北のボス 
トブレーと互いに持ち味を生かし、 
一進一退の攻防をくり広げるが、 
結局、長浜北が前半のリードを守 
り逃げ切った。(福井) 
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市 川 5 「9 1 5〕2盛岡一 

(千葉) 2 1 16 17 j 1(岩手) 

〔戦評〕市川は 3 分、ペナルティ 
1で先取、•その後も速攻やポスト 
シユートなどで加点。一方盛岡一 
は 15 分にポストからのシユ—卜で 
得点するが、シユ—トミスが目立 
ち前半を終了。後半、盛岡一の八 
重樫の速攻でぺースをとるかに見 
えたが、市川は10分過ぎより連続 
5 得点をあげ試合を決めた◦{夏 
目) 
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〔戦評〕東岡山エが開始直後サィ 
ドから先取点、 4 分後続いて加点 
して 2 — 0。 緊張が 解けた屋代も 
ょぅやく6分に得点、その後6点 
連取して逆転、東岡山エもがんば 
つて 反撃するが、前半は 8 —6と 
屋代のリードで終了。後半に入つ 
て、両チ！ムに退場者が出てゲ— 
ムがやや荒れ気味、結局、体力に 


勝る屋代がジワジワ差を広げて 23 
—15 で逃げ切る。(加藤) 


2 


T 

P 

(4) 


25 


0_^〇 04131201120 
幻橋本崎本久崎沢井辺林 
£ 河 島 
CS 小丸岡河秋長熊平渡小 


K 

G 


審 


西岡' 
大原、 


M 沢村本沢沢野田入沢井木田 

CM 柳北宮渋滝小竹宮北笠鈴霜 
但寸003704126000 


5 

IX 


T 

P 


3 

2 


明石北 1 ( 15I83 吉 井 
(兵庫一上 £— 152 一— 

〔戦評〕立ち上がり1歩先してい 
た吉井であったが、地方の声援を 
受けた明石北は 13 分に甲斐のロン 
グで同点に追いつき、その後吉井 
のミスをつき速攻、サィド、ボス 
トシュートと加点し、前半を 15 
8で折り返した。後半に入り得点 
の取り合いとなったが、ミスの多 
い吉井に対する明石北の優位は変 
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_料金（税•サ込） 
シングル A …. 6，100円 

シングルル…6,500円 
シングル C . … 6,700円 

ダブル . 11，000円 

ツイン . 10,600円 



_料金（税.サ込） 
シングル A 6,500円 
シングル B .…6,900 PJ 
ツイン•ダブル.11,000 fJJ 
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〒 5 30 大阪市北区南扇町 6- 23代表 ©06(3 12)5151 

新幹線新夫阪駅からタクシーで_〇分 

大販空港からタクシーで20分（阪神高速）大阪駅から鬲町まで徒歩12分 


亍460 名古屋市中区錦 2-20- 5代表 S 052(203)5858 

-•交通地下鉄東山線伏見駅より東へ徒歩5分 

地下鉄東山棵栄駅より西へ徒歩8分タクシーは名古屋駅より8分 


• 商坂 EjiOiCfJASFJLj •!! 山 liiCjCfJiftSJb* 文阪フ ; n5Jlj • 防府 liiCjtf ； 7 朮 5= 』 1| ♦姉味ホテル KOLON HOTEL ws.s 州 ( キ，ンみ do む : im» 則。 ; nsss-wn 


★予約センター 大阪予約センター Q 06(312)1751 

東京予約センター S 03 (583) 1001 北海道予約センターく札幌〉 SO I 丨 (232)3731 

名古屋予約センター 1&052 (203)5489 東北予約センターく 仙 台〉 0022(224)0078 


北陸予約センターく金沢〉 过0762 (40) 0890 
防府予約センター 00835(21)6601 

九州予約センター S 092(7 I 4)358| 


らずノ 31123 で1回戦をものにし 

た二震} 

挑山学院9聖光学院 
( 大阪 ) 111015」7 ( 福島 ) 

一:戦評〕前半、逃山の堅•い守りに 
聖光ほ攻めあぐみ、逆に逃山のポ 
ストを使った.攻めで加点していっ 
た。しかし、初戦のせいか両チー 
ムとも動きは今ひとつである。後 
1^、逃山の GK の好守と速攻で着 
実に得点を加え、メンバ—を替え 
る余裕もあった。{佐谷) 
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〔.戦評〕那賀は、立ち上がりから 
中露を中心とした多数な攻めでポ 
スト、サィドのずらし攻撃で加点 
していった。一方高知東は、ロー 
リング攻撃などでカットィンをね 

らぅが、0仄の好守で14|9と那 
.賀のリードで終った。後半も那賀 
は速攻でリ—ドを広げるが、高知 
東も速攻で追い上げる。結局、前 
f の.り！ドを守り切った那賀が勝 

利を飾〇た。(浜田) 
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(佐賀) 


〔戦評〕育英は泉、松原を中心に 

セット攻撃、速攻が展開され、特 
に泉の_カットィンからのパス7丨 


ク、松原のミドル、スタ->ディン 
グシュートは見事であった。神埼 
農も野中のミドルシュート、フォ 
丨メーシヨンプ レ—と 得点を重ね 
ていったが、攻撃、防御とも上回 
る育英が勝利を手にした。(額田) 


5一寸〇 00333165000 
1)原中松井原村季犀中中勇田 
鳩 永 永 
S 永田実坂篠中諸横野田諸鶴 


中 京〇「 1217〕3 函館有斗 

(愛知) 2 1816) 1(北海道) 

〔戦評〕立ち上がり、中京の堅い 
デイ フェンスと 中村のサイド、 ポ 
スト シユ ー ト 、また函館有斗は、 
中島のサイドシュートで反撃、両 
GK の活躍もあって、前半 1217 
で中京がリ—ド、後半、両チーム 
点の取り合いとなったが、前半の 
リー ドを 守った中京が 20113 で逃 
げ切った。(井上) 
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リ静岡農 


1315 1 ( 静岡) 


〔戦 S 静岡農は望月のロングな 
どで尾道のディ フェンスを 崩そぅ 
とする が、尾道の厚い守りに阻ま 
れた。尾道は速攻でリズムをつか 
み、渡辺のロングや竹国のサイド 
からの回り込みで得点を重ねた。 
後半、立ち上がり10分は尾道が速 
攻をはずしたら、セットの攻撃が 
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単発になったりしたことに加えて 
静岡農の片平、佐野のロングが決 
まり互角の展開になった。その後 
尾道はディフヱンスを立て直し、 
速攻を決め、静岡農を押し切った。 

(大塚) 

青森商 713 I J 73 大 島 
(青 S 2 U I 6 2 S 児 ® 

〔戦評〕前半、大型選手をそろぇ 
た青森商は、たて続けにノ—マー 
クシ ュートを打つが、大島の GK 
の好守にょり思ぅょぅに得点でき 
ず、スローオフからの速攻を多用 
する大島が 3 点差をつける。 しか 
し、青森は後半の立ち上がりから 
リズムを つかみ、 7 分同点と し、 
残り6分頃まで|進一退の攻防を 
続けたが、最後には大型チ— ムと 
しての力を発揮した青森商が逆転 
勝ちを納めた。{中川) 
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添 上 9 TI I 8 一 7新潟江 南 
(奈良)1 1819 1(新潟) 

〔戦評〕開始早々、添上はょく走 
つて 10 分までに& I 〇とリ— ド。 
その後、新潟江南も落ち着き、反 
擊を.開始、一時8点差が あったァ 
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ヘッドを 11 18 と 3点差に して 前 
半を終了、後半' 両チームとも持 
ち味を出し、一進一退をくり返す。 
結局.、出足よくスタートした添上 
が新潟江南の猛反撃にありながら 
も何とか逃げ切った。(秋永) 
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■(富 山) 3 IY 9 j 1 (香川) 

1 :戦評〕永見は、立ち上がり早い 
つなぎからのずらし攻撃でサィド 
から得点、高松商もサィド、速攻 
で10分まではほぼ互角に応戦した 

が、早い詰めのデイフヱンスを攻 
め切れず、シュ—卜、デイフェン 
スの ミスもあり、 PT で5得点 さ 
れ.前半は意外な大差がついた。後 
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半もその盖は詰まらなかった。氷 
見の走りと早いつなぎに見るべき 
ものがあった。(大河原) 

長崎日大3 919- 5飯 南 
{長崎) 2 t 14 l 6 j 1(島根) 

〔戦評〕長崎日大のスローオフで 
始まり、長崎日太は井手、飯南は 
三島を 中心として 攻撃、•前半は全 
く互角の9—9。後半に入っても 
長崎日太はょく走り、順調に加点 
する。一方飯南は、シュートミス 
が多く、反撃を受けて引き離され 
る。飯南のディフヱンス前でのミ 
スが目立った。(島崎) 
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2回戦 


横浜商エト 
(神奈川)へ 

〔戦評〕横浜商工は手渡しパスな 
どを使い、自らのぺースで攻撃を 
展開。一方、県岐阜商もディフヱ 
ンスがよく動き、10分過ぎまでは 

一進一退が続いたが、岐阜商にミ 

スが出たのに対し横浜商工は着実 
に加点、次第に点差を広げていつ 


た。(丸谷) 

51寸〇〇 86010 0 0320 
«頭藤川部瀬岸牧原上下菌 
阜堀 之 
£鬼佐草岡今竹小塚井木中 
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け藤辻石北村金菊大二魚中小 

得〇 〇 5 7 5 〇 〇 〇1 CSJ 〇1 
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9 I 6 T 境 
〔 12—8 J 1 ( 鳥取 ) 

〔戦評〕小松明峰のフ H ィント攻 
撃に対し、境•板倉のミドルシュ 
I 卜がぅまく決まり、立ち上がり 
は互角の戦いとなった。しかし、 
中盤ょり小松明峰は北橋のミドル 

シュートが^え、9-6 とリ' —ド 

して前半を終った。 

後半も一進一退の好ゲームであ 
つたが、小松明峰が境の板倉にマ 
ンツーマンにっき、境の得点が途 
切れ、小松明峰がリー.ドを広げて 
勝ち上がった。(浜田) 


■_! 3北陸 
-51( 福井) 

〔戦評〕北陸の速攻に対し、桑名 
は遅攻からのサイドシュ—卜、ポ 
ストシユートなどで互いに点をと 
り合ぅ展開となったが、10分過ぎ 
桑名は北陸デイフヱンスのすきを 
つき、梅山を中心としたボ—ル回 
しからのロングシユートなどで2 
点を リ— ドした。しかし、前半終 
了近く、北陸の山崎のロングシュ 
1卜で1 点差で前半を終える。 

後半に入ると桑名が3点を連取、 
点差を広げるかに見えたが、北陸 
はロングサイドからの回り込みな 
どで20分には同点に追いついた。 
しかし、桑名は しぶとく 梅山を中 
心と した 攻撃で4点を連取して試 
合を決めた。(中島) 
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14—9〕4三好農林 
〔1515」1 ( 徳島 ) 

〔戦評〕両チームともょく似たゲ 
—ム運びを見せるが、長浜北のデ 
イフヱンスの乱れが目立ち、三好 
農林のポストからのシュートがよ 
く決まってリ—ド。しかし、長浜 


北はロングシュートで徐々に反撃 
する。後半、長浜北のディフェン 
スが良く、三好農林が攻めあぐむ 
場面がしばしば見られ、カットイ 
ンからの速攻などで長浜北が勝利 
を得た。(井上) 
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久工大附 6「8- 
(福岡) 18 - 

〔戦評〕初戦で少し堅さが見られ 
る久留米工大附に対して、2戦目 
の市川はょく守り、早いパス回し 
から優位にゲームを進めていたが、 
久留米は 23 分から 3 点を連取して 
逆転、前半を終了する。 

後半も一進一退で、23分、久留 
米•斉藤のフヱィントシュ . ~卜で 
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日本が生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 ( J * H * A ) 




タチカラのハンドボールは縫ボールと同じ構造のチューブが離れた 
L • B • C 中空製法です。 

费》*=3株式会社 


24:差とし、退場者が出て1点差 
まで追い上げられたが辛くも1点 
基で逃げ切った。(馬場) 


大谷 


24 


ini 


18 屋 代 


(京都) 

t 戰評〕立ち上がり屋代は、ミド 
ルシユート、速攻で着々と得点を 
童ね' また大谷もカットィンから 
のポストプレ^^より加点し、前半 
は12|8で折り返した。後半に入 
って9分過ぎ、大谷が速攻で初め 
てリードを奪い、その後大谷は小 
さいながらも速攻で次々と加点、 
結局 24118 で押し切った。(額田) 
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け木湯岡山小湯中坂田安加梅 

得002 370840000 


明石北1871177 14 . 


エンスのがんばり、また GK の好 
守からの速攻での得点を重ね、必 
死に追いすがる新居浜ェをふり切 
つた。(中川) 
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15桃山学院 


「1117^1 4 新居浜 H 
(愛媛) 

〔戦評〕立ち上がりから出足の素 
早い明石北が新居浜エのセット攻 

撃をょく防ぎ、新居浜 H のミスか 
ら速攻、セットでのロングシュー 
卜とリズムょく得点を重ねる。一 
方、中盤からリズムをつかんだ新 
居浜ェもポスト攻撃で追い上げて 
前半を終了。 

後 t - も最後まで息の抜けない好 
試合となったが、前半同様デイフ 


但寸001731201000 


山 

相. 


田端司野本江田谷山瀬原村 

:吉田庄中芝深池鴨下中市市 


K 

G 


審 


浜田‘ 
馬場， 


£木田祐輝星口本田谷井田 

g 東本本 保 

S 荒鶴宮宮赤門岩平松梅久 

得〇 〇 2 


ット、速攻、ポストプレーで後半 
互角に戦ったが、前半の 5 点差が 
大きかった。(佐谷) 


小禄 
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17那 賀 
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熊 本市商 8 「914一 
(熊 本) 19 111 

〔戦評〕熊本市商の高いディフエ 
ンスと GK の好守に桃山学院は攻 
めあぐみ、その間に速攻からの力 
ット イン やポストプレーで熊本市 
商は得点を重ね、914で前半を 
終了した。 

後半立ち上がり、熊本市商•岩 
本のミドルが決まり出し、熊本の 
ぺースになるかと思われたが、桃 
山のデイフェンスが立ち直り、力 


(沖縄) 

〔戦評〕立ち上がり、小禄はディ 
フェンスからの速攻を軸に全員が 
ょく走り、セット攻撃では照屋の 
サイドシユートなどで得点を重ね 
ていった。 I 方那賀は小禄のディ 
フェンスを攻めあぐみ、自分たち 
のべ1スをつかむことができなか 
った。 

後半はお互いにセット攻撃が多 
くなり、互角の展開になった。小 
禄はポスト攻撃を中心に攻め、那 
賀は中露のミドルを軸に攻めた。 
結局、小禄は前半のリ I ドをよく 
保ち逃げ切った。(大塚) 


どで得点し、前半を12|8で折り 
返した。 

後半に入ると両チームとも退場 
者が続出するが、中京が終始べ一 
スを握り続け、 22114 で逃げ切つ 
た。(武智) 
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〔1714)1日大山形 
1 16 17」1(山形) 

〔戦評〕地元•育英は初戦を勝つ 
て堅さがぼぐれたのか、松原を中 
心にセット、速攻と確実に得点を 
重ね、前半で勝敗が決した試合で 
あった。(大原) 
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「1218) 4 麻 生 
11016 〕 1 (茨城) 

〔戦評〕2回戦から登場の麻生は 
堅さがとれず、試合開始5分まで 
中京に5点連取を許した。しかし 
中京05仄の不正入場をきつかけに 
ミ ドルシュ f 卜、スカイプレーな 
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8 14)3 国学院栃木 
一 13—9 j 1(栃 S 

〔戦評〕立ち上がり国学院栃木は 


































刀川の速攻で先取点をあげたが、 
尾 m ■大.平の浮かしシユートなど 
で3点を速取して逆転、その後も 
神 S の活躍などで得点を重ねてい 

後半、国学院•野沢の3点連取 
で1点差にまで詰め寄り、場内を 
湧かせたが、尾道の玉野のシュー 
卜が決まり出し、前半のリ I ドを 
守って逃げ切った。(西園) 
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幻ハ$中 it 合上島村谷村井中 

S 水三浜中河村福田藤中藤田 

得003600040200 


定したかに思われたが’11分から 
靑森蔺も5点を連取、必死に食い 
下がりを見せたが一歩及ばなかつ 
た。(後藤) 

_MT ? :T 添上 

〔戦評〕添上のスローオフで開始。 
互いにロングが決まらず苦しむが 
5分、浦和•宇井の速攻が決まり 
先制。しかし、添上も東のロング 
で追いつく。その後、浦和•保坂 
のロングが決まり出1、前半を8 
14で終了。 

後半に入っても脚力に勝る浦和 
は着実に追加点をあげるが、添上 
は浦和の固いデイフェンスを破る 
ことができなかった。(八日市屋) 
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幻 東 南 

U 川橋奥松小馬小北杉財 


(山口)1 18 I 6 J 

〔戦評〕立ち上がり互角の攻防。 
9分過ぎ、岩陽は中辻の3連続得 
点で一歩リ！ドする。後半に入り 

岩1%は5連続得点をあげ試合を決 
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/ K のノーマ f クシュートミス■もあ 
り、やや一方的なゲームとな -^1" た。 
(松ケ谷) 
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得0030 12 3131301 


T 

P 

(5) 


，湯 沢 
，(秋田) 

〔戦評〕立ち上がりからスピード 
に乗る氷見は、速攻、ロングなど 
で着々と加点。一方湯沢は、山岸、 
高山の長身を生かしたシュートで 
追いすがるも5点差で前半を終了。 

スピードに勝る氷見は、後半に入 
つてからも速攻を中心に加点、湯 


長崎日大 126I 39 明星 
f ブ 16 I 6 J ( 東京) 

〔戦評〕開始10分間は、両チーム 
とも GK の美技にょり得占一するこ 
とがほとんどできなかったが、長 
崎日大は両サイドにボールを集め 
て得点をあげていった。明星は、 
長崎日大の荒いディフヱンスで再 
三の退場のチャンスにノーマーク 
をつくるが、相手 GK に阻止され 
前半を 6—3 で終了。 

後半は1点を争うゲーム展開と 
なったが、相手ミスを確実に得点 
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に結びつけた疫崎口大が勝った。 
(池田) 


3 回戦 


⑵横浜商 H 25 一 1411 M 5 8 j 13 小松明峰 


〔戦評〕立ち上がり、両チームと 
もすばらしいフットワークでディ 
フェンスし、 互角に戦っていたが 
10分過ぎから横浜商工が小川のパ 
スワークを中心に手渡しパスを利 
用し、ミドル、ポストにつなぎ、 
少しずつ得点を重ねていく。一方 
小松明峰は相手ミスからの速攻で 
追い上げる形となったが、シュー 
卜にミスが目立ち、前半終了間際 
に 得点を加ぇたものの3点差で折 
り返す。後半は、横浜商工が固い 
デイ フヱ ンスから速攻で次々と加 
点し、一方的な試合展開となった。 

(武田) 
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桑 名 13 


12長浜北 


〔戦評〕両チ彳ムとも立ち上がり 
からイージーミスが目立ち、雑な 


展開と なる が、中盤以降、同い守 
りと GK の好守にょり一進一退で 
ゲームが進み、桑名の1点リード 
で前半を折り返す。 

後半 3 分、長浜北は同点に追い 
つくが、桑名はポスト攻撃で加点、 
長浜北も残り 3 分に再度追いつく 
が、結局桑名が GK の好守もあっ 
て辛くも1点差で逃げ切った。 

(茨木} 
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〔戦評〕 前半15分まで大谷は久留 
米の守りを攻め切れず、逆に久留 
米は走りまくって 8—1 と一方的 
な試合となった。 
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後半' 大 # もよく走りがんばつ 
たが.、やはりチームカの差が表れ 
た試 < rf であった。(佐谷) 
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〔戦評〕大観衆の見守る中、とも 
に出足良く 3 1 3、その後、熊本 
市商の長身.岩本の多彩なシユー 
卜に GK も惑わされ、点数を重ね 
.ていっ.た。また、熊本市商の GK 
荒木も明石北のシユートをことご 
とく シャットアウトした。 後半に 
入っても熊本市商の勢いは止まら 
ず*立ち上がり4 1 〇とリ—ド。 
明石北も負けじと走り込むが、前 
半のム—ドに押し切られ、34—15 
の大差で熊本市商が危なげなく勝 
利を得た。(西園) 
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r 戦評〕中京は、早いパス回しか 
らオープン攻撃をしかけるが、シ 
ュ—トミスが目立った。小禄は、 
バス fel しからのロングシュートが 

ょ<決まり、2点藥で前半終了。 
後^、中 Jic のポストブレー、速 


攻が決まり、また2本の PT で24 
分に同点に追いつくが、小禄.仲 
里のフリースローからのシュート 
が終了 30 秒前に決まり、熱戦に終 
止符を打った。(岡本) 
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ン.ディフヱンスをしくが、育英 
はよく動いて ノーマークを つくり 
シュートに結びつけた。それから 
は互いに点の取り合いになったが 
よく速攻を決めた育英が逃げ切つ 
た。(大塚) 


浦和学院 15 


〔戦評〕両チームともに単調なシ 
ュートが目立った。得点の多くが 
個人技に ょる もので、今一つ迫力 
に欠ける前半戦だったが、後半は 
両チ—ムともに動きが活発になり 
組織ブレーがよく決まり出した。 
一進一退の中、ミスの少なかった 
浦和学院が一歩抜け出した。(上 
野) 


〔戰評〕前半はセット攻撃主体の 
展開となった。育英は、松原、泉 
の両 フロ I 夕1からの展開で ょく 
シユートが決まった。それに対し 
て尾道は、前に積極的に出てくる 
育英デイ フェンスを 攻め あぐんだ。 

後半立ち上がり、育英は2人の 
退場者を出したのを機会に尾道は 
点差を縮める。尾道はマンツーマ 
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〔戦評〕前半立ち上がり、長崎日 
大は順調なすべり出しで12分には 
4点差をつける。一方氷見は、相 
手の積極的なデイフヱンスに手を 
焼いていたが、長崎日大側に警告 
者があいついで出てから追撃を始 
める。後半に人って〇〇点を連取し 


た氷見が一気に逆転、そのまま逃 
げ切つた。(丸谷) 


Mro 05402700010 
仙山塚創上邦本佐田方木根田 


手手 

⑽牧大井井井山稲福緒高山池 


13 岩 陽 


G 


審 


松ケ谷 ' 
夏目 


E ] 元田山井谷中軒里場家幡路 

C 7 K 浜室飯新柿田東五干桶江小 
51 Fool 480030140 


9 

T 

P 

⑻ 

21 


準々決勝 


3 

(5) 

T 

P 

5 


横浜商工 321418 M 8 4一12桑名 

〔戦評〕総合力で優位に立つ横浜 
商工が開始早々ょり着々と加点、 
10分で10|1として勝負は決定的 
となる。 

後半、桑名もよく走って反撃す 
るが、力の差は歴然。横浜商工の 
圧勝であった(秋永) 
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小禄が初倭勝 


保坂のミドルシュ lb で先行、 5 
分までに 4—1 を小禄を引き離す 
が、奥間の速攻をきっかけに小禄 
のぺースとなり、 GK 長嶺を中心 
とした 守りから速攻を連発した。 

後半に入ると、両チームともミ 
スが多くなるが、小禄のぺースは 
衰えず、宇井のロングで粘る浦和 
学院を押し切った。ディフヱンス 
の差が明暗を分けた。(武智 ) 
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決勝 


〔戰評〕小禄のミドルシュートと 
横浜商工の手渡し攻撃と互いに譲 
らぬ好ゲ—ムとなった。前半から 
小禄 GK 野口のすばらしいキーピ 
ングにょり、横浜商工のノ—マー 
クシユ—卜をと つた。前半 8—7 
と小禄リ—ドで折り返した。 

後半に入り、15分まで同点だっ 
たが、残り10分、小禄はすばらし 
い守りで横浜商工の手渡しを守り、 
ミドル、ポストシュ^~卜が決まり 
快勝した。 

決勝戦にふさわしい好ゲ—ムで 
あった。(浜田) 
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11横浜商工 


:戰評•九州地！；士の h 戦とな 
つたが、比較的静かなゲ I ムのス 
夕—卜。熊本市商は長#を生かし 
た-/レーで久留米に的を絞らせず 
多彩なシユートで確実に点差を広 
げていつた。一方久留米は、再三 
のチャンスも熊本 GK 荒木の好守 
に駔まれ、盛り上がりに欠け、い 
つもの迫力がなかった。熊本市商 
の快勝であった。(大原) 
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小 禄 23 
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^212 . 

〔戦評〕前半、速攻で先制した育 
英がぺ■—スをつかみかけたが、シ 
ユ t ト ミスが 続き、一進一退の攻 
防が続いた。後半、リズムをつか 

んだ小禄が7分に逆転。しかし育 
英も2本の?丁を決め、22分には 
同点に追いつく。残り2分を切っ 

た時、育英が1名の退場者を出し 
たが小渌攻め切れず、延長戦にも 
.つれ込む❶ 

延長戟に入って小禄は島袋の口 
ングが決吏り、育英も泉、松原が 


打ち返すが一歩及ばず、 23 — 21 で 
小禄が逃げ切った。(岡本) 
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決めた。氷見の固いディ-7エンス、 
田中を中心とした攻撃に対し、浦 
和の速攻と白熱した好ゲームであ 
つた。特に、浦和 GK の好守が光 
つた。(中島) 
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〔戦評〕氷見は早いボ—ル回しか 
ら3点を連取した。一方浦和は、 
5分過ぎ、ボールカットからの速 
攻でぺースをつかみ、前半20分で 
同点に追いついた。その後、後半 
終了まで一進一退をくり返した。 
しかし、両 チー ム とも 譲らず延長 
に入る。 

延長に入ると、浦和は走りを使 
つた攻撃からリ—ドを奪い勝負を 
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横浜商工25 


18 熊本市商 


111 

〔戦評〕開好直後、両チームが浮 
き足だった状態の展開の中からい 
ち早く横浜商工が落ち着き、得点 
をあげていったが、熊本市商も 
徐々に追い上げ、17分に追いつい 
てからは一進一退の展開。 

後半に入り、横浜商工は小川、 
小沢、田中の手渡しパスょり PT 
を誘って波に乗り、4連続得点を 
あげ一気に引き離した。熊本市商 
の高さのプレーに対し、横浜商工 
の幅のある横のプレーが上回った 
試合であった。(大原) 
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〔戦評〕立ち上がり浦和学院は、 
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悚肇 S 女 9812 聖和学園 

ss lrr— 517 SS 

〔戰評〕前半、両チームとも堅さ 
からシ ュート ミスが目立ったが、 
相手のミスを確実に得点に結びつ 
けた佼成学園女がリ—ドを奪った。 

後半も、聖和学園は佼成学園女 
の高■いデイフェンスを崩すことが 
できず、逆に速攻を受けて敗れた。 
(岡本) 
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讓女学園9 f 11— _lQ 京都女 
{福岡)11814」1(京都) 

::戰評〕前半、筑紫はディフェン 
スからよく走って得点し、並松、 

宮本のロングで加点しだ11得点を 
あげる。 I 方京都女は、荒いディ 
フ K ンスから退場者を続出しなが 
らも、 ポスト、サイドで得点、6 

をあげ前半を終る。 

後半は、互いに一進_.退で進行、 


結局筑紫が少しずつ引き離して勝 
利を握った。力の差のあるゲーム 
であったが、初戦の為か筑紫のミ 
スも多かった。(馬場) 


姐す〇 01012231000 
«川井沢本瀬西藤野木田口中 
敬 

CS 中坂金国広村佐立栗藤森田 


K 

G 




一河■: 


%原永松本田子山田冨田田 

ぼ梶内並宮本増河森中和岩 
但寸003660211000 


〇 


1 


T 


9 


高松商 1 8—6 1 神埼農 

(香川) 2 11315 1(佐 S 

〔戦評〕立ち上がり、両チームと 
もに堅さが見られミスが多かった 
が、5分過ぎには徐々に自分のぺ 
丨ス をつかみ、1点争う好ゲーム 
になった。高松商は20分過ぎ、神 
埼農の ミスを 速攻につなぎ、連続 
得点をあげて2点をリード、前半 


#002011 

13田林川田口澤本松頭村東 

埼 鳥 


[» 森竹小黒山古山重江中伊 


K 

G 


P 

F 


審 


0 : 


M 井村松田野山田田野川江 

獅 補 

J 5 滝木植吉河島平多宇小入 

t # o 0042 2 104350 


1 

1 A 


T 


21 


を終った。 

後半に入り、高松商は速攻で完 
全にぺ—スをつかみ、8分過ぎに 
は14—7と大きくリードした。神 
埼農もセットから粘り強く得点を 
ねらぅが、■動きの良くなった高松 
商のディフェンスを崩せず、逆に 
速攻を許して しまった。 (奥田) 

浦和実6 f16—_Ao 大曲農 
(埼玉) 2 11016〕1 (秋田) 

〔戦評〕前半立ち上がりから浦和 
実のエース•佐藤がジャンプ•シ 

ユ卜、カツトインとシユ I - ^を 

重ね、速攻、半速攻と多彩な攻め 
で雑な攻撃をくり返す大曲農の攻 
撃を4点に押さえ、前半を 16 —4 
とリー ドす る。 

後半に入っても浦和実の攻聲は 
衰えず、相手のノーマ ークシュー 
卜などにより、また大曲農のデイ 
フヱンスが荒くなり、退場者を続 
出し、一方的な試合となつてしま 
つた。(能波) 
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彦根商 79 I 46 暁 
(滋賀 ) 18I2 (三重) 

〔戦評〕前半、どちらも決定力に 
欠け、彦根商はフリースローなど 
で優勢を保つ。後半も、前半同様 
決定力なく、じりじりと点数が広 
がり、彦根商が押し切る。{上野) 
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を連取、4分に逆転、本庄の2人 
の退場に乗じてぺースをつかみ、 
リー ドを広げて いった。 (中島) 
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新 潟 江南 2「4 — 5 一 本 庄 
(新 潟 ) 18I3 8 sis 

〔戦評〕本庄は立ち上がりから堅 
さが見られ、パスミスなどが多く、 
新潟江南が先制。江南のフロ—夕 
I からのポストブレ—に対し、早 
い動きで相手ディフヱンスの間に 
入ろぅと する本庄であったが、シ 
ュートが目立ち、なかなかぺース 
をつかめなかった。しかし本庄は、 
前半終了1分に江南ディフヱンス 
の間を割って1占 ヘリ ードして前半. 
を終了。 

後半の本庄は足が動かず単発の 
シュートが多くなった。一方江南 
は ロング シュ^ ポストと2 * 


夙川学院5「6—6一 山 梨 
(兵庫)1 1913 9冚契 

〔戦評〕前半、両チームともょく 
走り、動くのだが、緊張している 
のかボールが手にっかない状態で 
せっかくのチャンスも自らつぶす 
ことが 多く、一進一退で 6—6 と 
なる。後半、夙川学院は速攻から 
加点していく。一方山梨は攻撃が 
単調になり敗退した。(井上) 
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©あなたの銀行 



銀行 


本店 

石川県金択市下提町 

店舗 

石川、富山、福井、東京、 
大阪、名古屋、京都133ヶ店 

事務所 

ニューヨーク 


30 


16 — 1 ,一 粉 
“—6; {和歌. 


河 

山) 


山陽女 
{広島} 

〔戦評〕立ち上がり、山陽女.土 
師の U ングがフリ—スロ—から決 
まると、大山、長久、小原の速攻 
がおもしろいょぅに決まり、前半 
1611 と一方的な試合展開と なつ 
た。後半になって、ょぅやく粉河 
も走り回ってサイドから得点を重 
ねるが、山陽女の速攻は全然衰え 
る ことなく、 最後まで走り続けた0 
f 池田) 


得〇 0102301000 

⑴趑♦.口梅田岡崎辺井野原 

£中 野津北松三渡室西清 
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上野一 T 
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41S 保®田原久田山中田田 

1 南 

3 森久土飯小長許大山山横 

得 CZ-G 31 6 10 2 4 2 〇 2 〇 


(5) 

30 


点 - t したが"相手チームの身長を 
生かしたフ h イントからのポスト 
シュートなどで得点され、前半の 
得点差がそのまま勝敗につながつ 
た。(武田) 


但寸0003142200 0 0 
55川田宏山元村裕原本中上 
^ 元 元泊井 
[ i 有池山安松本山木坂田北 
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奥田 . 
丸谷‘ 


0藤中田水内村川橋村井林内 

•[# 佐田中清寺田古高西新若寺 
但寸〇 02000015425 
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郡山女 2 「12 1 4 


(福島) 


10 I 2 J 


リ屋 代 
り(長野) 


国学院裾木 G 12 I 42 国分実 
(栃木)1 〔7— ooj 1(鹿児島) 

〔戦評〕両チ！ムともに緊張のせ 
いか"前半立ち上がりミスが目立 
ち、国分実ょり一足早く国学院が 
相手チ—ムのミスから速攻に出て 

得^したのをきっかけに、スピー 
ドのあるサィド、ポストプレ—で 
得点を重ねる。また、国分実はべ 
ナルティーを機に少しずつ追い上 
げるが、前半12—4と差を縮める 
ことができなかった0 

後半に入り、立ち上がり国分.ぺ 
丨スでゲーム展開され、3連続得 


〔戦評〕立ち上がり、郡山女は•ミ 
ドルシュ—卜、速攻などでぺース 
をつかんだ。一方屋代は、ミスが 
目立ち、なかなか自分のプレーが 
できないょぅであった◦中盤に入 
って、郡山女は持ち味を発揮し、 
次々に加点した。それに対して屋 
代は宇都宮の速攻などで巻き返し 
をはかるが、得点につながらず、 
#000111120000 

«田坂宵山田切原沢林沢， M 水崎 

針 都 田 

c ^ 羽 { U 宇小倉小桑中小西小柿 
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、審•茨 辻 木 ' 


M 木沼藤城見野本池律藤雪立 

52鈴柳伊山七伴橋青渡安渡松 

woolpo 5652030 


12 i .4 と. 郡 Lit のリードで折り遅 L 
た。後半に入って、 M 代.中沢の 
ロングなどで何とか反撃を試みる 
が得点につながらない。これに対 
して郡山は、速攻、遅攻にも持ち 
味を発揮し、結局22—6と郡山が 
圧勝した。(木村) 

福井商 5 「 818〕2 佐世保北 
(福井)11714」1(長崎) 

〔戦評〕佐世保は森を中心とした 
セットのチ—ム。福井商は速攻を 
中心のょく走るチームと対照的で 
あったが、前半 818 で折り返す。 

後半、10分過ぎまで一進一退で 
あ-ったが、福井商•金子、牧野ら 
が連続速攻を決め、佐世保北をふ 
り切った。(大原) 

00 00 0211000 0 〇 112 
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鈴蘭台 48 I 5 G 今治南 

(兵庫) 11615 1 S 媛一 

〔戦評〕開始直後、鈴蘭台は今治 
南のスキをつき、サィドシユート 
にょり先制点を得て気分を楽にし 
た。今治南は気の緩んだ鈴蘭台に 
つけ込み、ステップ、速攻などで 
得点を重ねた。しかし、前半"半 
ばからリズムが崩れ、鈴蘭台のリ 


—ドで前ザを終了した 0 

後半に入り、気分が楽になった 
せいか両チ—ムともミスが目立ち、 
得点につながらなかった。鈴蘭台 
は地味な攻撃を続け、着々と得点 
を重ね勝利を得た。(松原) 
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幻田口谷島並田寄田西本田 
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S 中山 rt 勝柿山野木小岸水 
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四天王寺7「6 — 9一 3清水西 

(大阪 ) 1 1 1114 j 1 (静岡) 

〔戦評〕清水西は四天王寺のエー 
ス西村に対し 115 ディ フヱンス 
をひき、足を使った早いつめで攻 
撃リズムを与えず、速攻、ステッ 
ブロングで加点。一方、四天王寺 
もフリ I スロ I などで反撃す るが 
916と清水西のリードで前半を 
折り返す。 
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〔函館女〕得 
加藤0 
佐藤裕〇 
佐藤英〇 
浜口 4 
武田0 
佐藤千0 
中越1 
和歌0 
森山0 
岡崎3 
三輪4 
小島0 
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つけた。函館女商も 1.0 分、三輪が 
ペナルティーを決め石ものの、前 
半を14—3で折り返むた。 

後半に入ると、函館女商もプレ 
ス気味のデイフヱンスで互角に展 
開するが、ミスが多く、どうして 
もぺースをつかむことができず、 
岩国商の快勝に終った。(武智) 


M 原山田本村水藤永田田藤林 
eg 河岡吉善上清佐福浜藤西松 


3) 


25 


熊本女商7「 1018 一 2添 上 
(熊本) 1 7 I1 . 1 一奈良) 

〔戦評〕タィプの似ている両チー 
ムは全く互角に スタ— 卜したが、 
ややボールコントロールに難のあ 
る添上は、得点チャンスにミスが 
重なり、連続得点がでにない。そ 
れに対して、熊本女商は11分から 


得〇 242301 OC 

t ) 田垣本垣池己田分. 
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幻下本藤村井本林本橋田中田 

S 城岩斉松松橋栗杉高山田鶴 


1 

7 


18 分の間にキャプテン松井の絶妙 
なポストへのパスがつながり、4 
点を連続 - L て決め、ぺースをつか 
んで危なげなく逃げ切った。(島 

田) 


2回戦 


忮成学園女21 


51寸〇〇4114100000 
幻合柳橋田好本米東山岛東瀬 

£河小火山三.吉久坂内児坂今 
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大河原. 


M 塚子橋本印田沢谷内社岸川 

S 戸益高坂執村中桐平中峯細 
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1ス2人のいる佼成は着実に得占一 
を重ね、危なげなく逃げ切った。 
(島田) 


筑紫女学園 23 


rul 


k 野光南 


n —_7 1 東海女 
E —4 1 ( 愛知) 

〔戦評〕開始早々、佼成のェース 
桐谷にマンツーマンをかけた東海 
女は、逆にディフェンスの広くな 
つた所を左のエース執印に続けて 
ロングシユートを決められ、ベー 
スを とられる '〇中盤に入り、一線 
防御に変えた東海女に対して佼成 
はぺースが乱れ、15分から20分に 
かけて東海女が4点を連取。しか 
し、東海女が再びマンツーマンを 
執印にかけたため、逆に佼成の他 
の選手の動きが良くなり、得点を 
重ねた。 

後半立ち上がり、東海女は高い 
位置のプレス•デイフェンスをか 
け、佼成のリズムを崩したが、ェ 


11217〕1(岡山) 

.〔戦評〕開始早々、ロング、サィ 
ド、ポストと多彩な攻撃を見せる 
筑紫ぺースで展開された。一方玉 
野光南は、初戦とあって立ち上が 
りやや堅さが見られたが、橋本の 
ロングシュートで反撃、一進 I 退 
の攻防となって前半11|8と筑紫 
の3点リ—ドで終る。 

後半に入って、玉野光南はノー 
マー クシ ュート のミスもあり、攻 
撃のリズムに乗れず、ジリジリと 
筑紫が引き離した。(井上) 
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古雙？高松商 

〔戦評〕立ち上がり、高松商のパ 
スミスから高岡商が速攻で2点を 
連取。さらに、ロング、サイドと 
加占一、5分で5点のリードを餐い 
リズムをつかんだ。|方高松商は 
高岡商の高いデイフヱンスゾーン 
に悩まされたが'15分過ぎからフ 


後半開始平々、四天王寺の速攻 
フリ彳ス n — で4点連取、 この 試 
合初めてリ—ドをその後お互いに 
激しいナヤージを見せるが、17 I 
13で四天王寺が勝利を収める。 

両ナームと‘も GK の好キ—ピン 
グが.目立った。(辻) . 

群 女 短大付 6 9— .Z3 江 津 
(群 S 1. l 7—6 j 1 SS 

〔戰評〕立ち上がり、江律は加戸、 
山崎を中心に ミドル、ポストと 決 
め、対する群馬女短大付も草野直、 
草野裕、木村と同様に決め、一進 
|退のゲームを展開。前半の終盤 
カ ット からの 速攻で群女が リ ー ド 
して折り返す。 

後半も、持ち味のポスト攻撃で 
攻めるが、互いにキービングの良 
さに助けられ、ミスの多かった江 
律が惜敗した。(西園) 
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岩国商5 f 14 l 3 一 2函大付女商 
OJS 2 111191( 北海道) 

〔戦評〕開始1分、清水のシュー 
卜が決まり岩国商が先行する。そ 

の後も速攻、ミドルシユ！卜と一 
方的に攻め、前ず] .0 分で7点差を 
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滋養強壮剤 


薬用人参•牛黄•大蒜製剤 
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効能 • 効果 


]バ】 


〇滋養強壮〇虚弱体質〇肉体疲労*病後の 
体力低下*霄腸埤害•栄養 F 章*■発熱性消耗 
性疾* •妊娠授礼期などの場合の栄養補給 


為運ガ(製薬棕式芸社 


〒10〗東京都千代田区三崎町1丁目3番12号 O03(293)3351(ft) 


口—夕1、ボ X 卜がらみが- R くな 
り、得点をあげる。ディフヱンス 
も 016 から 1—5 に変わり、相 
手のパスをカットして速攻につな 
げた。結局、前半は12|9と高岡 
商の3点リードで折り返す。 

後率に入って、両チームとも決 
め手がないまま中盤に突入◦中盤 
痛校商は連続退場があったがょく 
しのぎ、逆に速攻などで加点。一 
方高岡商も G K の好守などでぺ一 
X をつかみ、互いに譲らず終盤へ。 
結厨、高岡商が前半のリードを保 
つて逃げ切った。(福井) 
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浦和実 29 f 1514 M3 5 


境 

(鳥取) 

〔戦評〕立ち上がりから両チ—ム 
とも激しい攻撃をくり返し、浦和 

実は フリー スロ ー からロング、サ 
ィドシュート などで着々 と 得点を 
韋ねた。一方境は、ミドル、ロン 
グシュ—卜で得点した。浦和実は 
中盤以 itl ますます 波に乗り、速攻 
中心の攻撃で得点、14|5で前半 

を 終/した。 

後 t - に入って境が立て直しを図 


9たが、上手にリズムがっくれず、 
浦和実のベ！スでゲームが進めら 
れた。境も精一杯健闘したが、今 
一歩力が及ばなかった。(松原) 
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1913 j 水海道二 
112158(— 

〔戦評〕立ち上がり、両チームと 
もきびきびとしたパス回しで展開。 
しかし、攻撃力に掃る彦根商が5 
分間で4—〇とリ'—ド。中盤も G 
K の好守から速攻などで加点し、 
相手のシュートミスにも助けられ 
9 — 3 と彦根商リードで終了。 

後半もやや単調となった水海道 
二の攻撃を固いデイフェンスで守 
り切り、速攻、フリースローから 


の■ロングシユ ー トと ^ 々と饥点し 
彦根商が快勝した。(能波) 

I S 島 Ig ii vs— 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
攻め手に欠けたが、中盤あたりか 
ら富岡東•锋谷のステップ、ミド 
ルなどで徐々にぺースをつかんで 
いった。これに対して、新潟江南 
はセットオフェンスで何とかリズ 
ムをつかもぅとするが、ミスが目 
立つ。結局、11—4と富岡東のリ 
1ドで前半を折り返した。 

後半に入って、江南も必死に食 
い下がろうとするが、攻め手に欠 
ける。一方、富岡東は個人技を中 
心として加点、 23—10 で試合をも 
のにした。(木村) 
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幻藤谷村本本野田上原田 
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[1数笹中竹山程米井関澤 

得008 2八 


夙川学院上 n V I 1森) 西 

〔戦評〕立ち上がり10分までは、 

1-5ディフェンスから速攻を出 

L 、 青森西が312とする。しか 
し、その後夙川学院の高いデイフ 
エンスを攻めあぐみ、ミスから速 
攻を許し、7点、6点といった連 


続失点で夙川の一方的な展開とな 

つた0 

後半、青森西は成田のサイドシ 
ュ ー トな どで反撃を図ったが、前 
半同様に夙川に速攻を許し、大差 
がついた。(大河原) 


辱003140001010 

® K 山坂士田田坂崎晴村居葉村 
系 

S 杉高福小成白岡風木仲千石 
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松原' 
武智‘ 


111 田塚藤口村野口林村崎淵 

[Mi 松平伊西中上田大新江田 
但寸 0043123141111 
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山陽女24 


( 2 ) 


T 


1 


TTI 2 小 禄 
11310j - (沖縄) 

〔戦評〕開始2分、ペナルティー 
で先制した山陽女は、速攻などで 

10分までに6- .1 とリー ドする。 

一方小禄もポスト、速攻で得点す 
るが、ミスが多く山陽女のリード 
で前半を終了。後半も攻守に勝る 
山陽女の一方的な展開となり、大 
差がついてしまった。(夏目) 
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i 嶺儀良奉 —' i 

M 長与平高宮當赤姐天 ± il 大新 
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触社、 


幻賀保師田原久田山中田田 
齡 南 
[ yj 森久土飯小長許大山山横 
5一寸〇03146202051 
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創業 70 年 


中村荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中村昭光 
本社 〒108東京都港区芝浦2 — 3—39 

電話東京 （03) 451 — 4161( 代） 


小松市女'— f 13—3) 1 


圓子院栃木博 


12 -818 

:戰評〕国学院の遅攻を軽快なフ 
ットワークでかわし、早いボール 
出し#ら、ボ—ルをつなぎ、速攻 
で着実に加点。特に阿部のサィド 
シュ！卜は良く GK の動きを見て 
シユ}卜し、確実に得点へと結び 

つけていた。 

後半は国学院も意地を見せ、ぺ 
ナルテイ—や逆速攻などで追いか 
け* GK の得点も見られたが、前 
半の得点差が響き、大差で小松市 
女が勝利を得た。(武田) 


m - ザ 1020 11030 2 0 1 

M 藤中田水内村川村井林塚内 

出中清#田古西新若飯# 


審 . 


木村， 


WEB 部本田本川出田島安坂 

翁前 

3小阿谷西山白西大中三中 

^ 0045-53100111 


郡山女22 


8 I 4 高知東 
一 1410 4 SS 

〔戦評〕前半開始早々郡山女が得 

点したあと、両チームともに攻撃 

面が雑で、 15 分間ノーゴ彳ル。中 
盤からカットイン、ポストプレー 
が両チ ームともに決まり 出し 8— 
4で終了。 

後半は、高知東は攻め手がなく 

無理なシユ—卜で郡山女の反撃を 

食い"一-方別なゲ}ム展開となつ 
た m 島崎 y 


000100000021 
:崎田田添谷島藤山上永原 


f ! 山山松川三野近大井久萩 
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丸谷' 
奥田 I 


S 木沼藤城見野本池律藤1 ョ立 

S 鈴柳伊山七伴橋青渡安渡松 
但寸 001101 In 57020 
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川崎 北 3 7 —1 j 福井商 
(神奈川 16|31 (福井) 
〔戦評〕前半、川崎北のすばらし 
いディフェンスが目についた。福 
井商が攻め切れず、2本の P 丁を 
1本はずし、得点は1点だけ。一 

方川崎北はオフヱンスにもスピー 

ドがあり、各方向からカットィン 
7 点を得る。 

後半に入って福井商はよく攻め 
るが、シュ—トミスが多く、得点 
チャンスをものにすることができ 
ない。川崎北 もよ く攻めるが 、 G 
K の好守でなかなか得点にならず 
苦労した よぅ だ。(加藤) 


21 -fo 〇〇〇 〇 r-H 〇 〇 〇 

W 中野子川山田林村倉尾村 

M 森谷 

S 田牧金長帰篠小北朝矢松 
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^]田瀧上山藤田袋端上井田藤 

5森上井奥佐山島村村松平伊 


鈴蘭台10 


16^ 養老女商 


_3 J (岐阜) 

〔戦評〕両チー ムとも立ち上がり 
よりよく走り、よく守り、ハツラ 
ツとしたプレーを展開。前半を6 
— 6 で終了。 

後半に入っても両チ—ム決定力 
に欠け、一進一退をくり返し、残 
り 7 分で 919 。その後、養老女 
商は再三のノーマークシユ—卜を 
GK の好守に阻まれ、リードを奪 
ぅこと がで きない。 残り20秒で鈴 
蘭台が p T を決め逃げ切った。 

前•後半を通じてコート狭しと 
走り回った養老女商の健闘がたた 
えられる。(秋永) 


Mr 001110104100 
_合藤本下野古澤熊山玉藤口 

獻河伊山岩草瀬鎌猪古児佐野 
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幻田口谷島並田寄田西本田 

51城 
⑼中山嵇勝柿山野水小岸水 

但寸00 0 2 
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四天王寺^ 1416 M23 


盛岡二 
リ(岩手) 

〔戦評〕スピード、パヮーともに 
勝る四天王寺は、高く、つめの早 
いディフェンスで盛岡二に十分な 
攻撃をさせず、盛岡二のシュート 
やミスを終始速攻に結びつけ、着 
実に得点、一方的なゲーム展開で 
完勝した。◊興田) 


Hfo 04000010000 

^岡藤池谷山谷橋原井倉条川 
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阐笹斉菊中畠金高菅荒石西常 
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_川 




制口本上河西保村木田田田 
_水梅井留中久西八竹上朝 
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佐賀関910 I 84群 馬 
(大分)1 1 916 j 1女短大付 

〔戦評〕開始2分、佐賀関•野中 
のボストシユートでスタ—卜した。 
開始早々から両チームともミスが 
自立ち、雑な試合展開が中頃まで 
続いた。中盤からは両チ—ムとも 
安定した試合運びとなったが、退 
場者2人を出した群馬女短付が2 
点のリ—ドを許し折り返した。 

後半、2点リードの佐賀関は気 
を良くし、高浪、祖田、吉永の活 
躍で加点、中盤からは群馬女短付 
も草野直を中心に反撃するが、退 
場者が多く、なかなか追加点をあ 
げることができなかった。(茨木) 


#002234020010 
iK 部沢川裕村直保沢林治香地 
® 野野久 才 
CP 阿黒浅草木草大大倉美浅発 
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g 尾田浪郡中松村田本辺永山 

S 丸太高下野富田祖大渡吉平 
#0 06130020061 
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西武トラベルでは観光はもちろん、 スポーツ イ ベン トなど各種 
団体旅行をはじ《、研修•視察•招待まで、目的や主旨に沿〇 
た企画手しをいたします。安全で決適な旅のパートナーとし 
て、是非西武トラベルをご利用下さい。 

旅のパートナー 


快適な 

西武トラペル 

運葡大臣登録一般旅行業139号 
P 社団法人日本旅行棄協会 ( JATA ) の正会員です 

新橋営業所 （ G 3) 459-81 B 6 


岩国商 2181 741^1 
〔戦評〕両チームとも速いボール 
回しにポストをからめ、カットイ 
ンを ねらぅ同型のチームであった 
が、岩国商がシュートを確実に決 
めたのに対し、日大山形はパスミ 
ス、キャッチミスが続き苦戦した。 

後半、落ち着いた日大山形だけ 
に、前半の 7 点差は大きかった。 
{村尾) 
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餅沢藤田高田野田竹田戸田山 

g # 後本小羽宇井佐武横吉大 
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浜田' 
馬場 


姑山田本村水藤永田田藤林 

23河_吉善上淸佐福浜藤西松 

^. Q 05341300410 
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10 熊本女商 


昭和 学院5 f ? 

?葉)18 

〔戦評一両チ！ムとも同じタイプ 

のチ—ムであり、昭和学院は斉藤、 
熊本女商は松井のロングがょく決 

0 

釘下本藤村#本林本橋田中田， 

衝城^齐松松橋票杉高山田鶴 


G 


審 


井上 

倚 


免田 m 海沢村森野田部崎田藤 

■.石時烏费中三小竹阿山山斉 

0 4 0 0 0 0 4 0 115 


まり、 M 点で前半を終った r 
後半に入ると、昭和学院のデイ 
フヱンスがよく守り、熊本女商の 
ミスを誘い、着々と加点、ふり切 
つた M 岡本) 


3回戦 


佼成学園女 16【 nj 14筑紫塞 

〔戦評〕立ち上がり2分、佼成女 
が桐谷のミドルシュ—卜で先行、 
15 分までに 7—5 とするが、筑紫 
女は並松を中心とする速い攻撃と 
ディフェンスで中盤以降ぺースを 
握り、同点で前半を終了した。後 
半に入ると、佼成•執印と筑紫. 
並松の打ち合いとなり、見応えの 
ある試合展開となるが、デイフヱ 
ンスのつめが甘くなったところを 
執印に打ちこまれた筑紫が苦杯を 
なめた。(武智) 


H.^oo 2530210100 

«腹永松本田子 III 田富田田 

1堺 内 

£梶内並^本増河森中和 ?- T 
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舦. 


塚子橋本印田澤谷内社-:; - r : 川 


g 戸益高坂執村中桐平中峯細 

t # 001370040010 

浦和実 26 f 1412 M 84 j 12 高！：商 

〔戦評〕高岡商は島木を中心に相 
手チームのスキを見て攻撃するが 


なかなかシュートチャンスをつか 
めない。一方浦和実は、相手チー 
ムのミスに乗じて速攻に結びつけ 
次々と加点する。 

後半 5 分から 10 分にかけ、ょぅ 
やく足が動くょぅになった高岡商 
が I 時追い上げを見せたが、速攻 
でリズムをつかんだ浦和の勢いを 
止めることができず、次第に点差 
を広げられてしまつた。(中島) 


姐？001002101610 

«] 田谷島谷部森崎井木腰本 
岡岛田 
£和新笠鳥矢长荒藤鳥川橋 
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!!一 


0武本部口引藤好形島村中里 
和 

[» 行國園山地佐三小長中田仲 
得〇 02037137210 
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彦根商21丁 M 5 j 9富岡東 

〔戦評〕 富岡東の先取点でゲーム 
が始まるが、お互いにミスが多く 
20分過ぎまで 3—3 のゲーム展開 
となる。そこから彦根商が速攻な 


H -v- o 0420011100 

幻藤谷村本本野田上原田 
s 数笹中竹 III 稅米井関澤 
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<«] 池川野田佐智紫 M 本 M 居出 

ほ棚北矢山嶋越間山吉山浅井 

^002333124210 


とで加 ^、7 4とリ！ ドして FJf [ 
半を終了。 

後半、やや単調となった富岡東 
の攻撃を固いディフェンスで守り 
速攻、フリースローで着々と加占 r 
実力に勝る彦根商が快勝した。し 
かし、最後まで精一杯プレーを続 
ける富岡東のプレー態度に高校生 
らしい 清々 しさを 感じた。{辻) 


12山陽女2 


■ 6 — 10 ' 
1117 


19夙川学院 


4 p T G 3 

〔戦評〕立ち上がり、夙川がロン 
グ、カットインとすばらしいシユ 
—卜が 入り、リードしていった。 
一方山陽女 もブロックからのカッ 
トインで 得点するが、 PT をはず 
し、 10 |6と夙川の4点リードで 
前半を 終石。 

後半に入り一進一退をくり返し 
ていたが、山陽女が速攻からボス 
卜と追い上げ、終了間際同点とな 
って延長戦に入った。 

延長戦でも 2 — 2 の同点で決着 

- -1,002501120071 119 

M 田塚藤口村野口林村崎淵 

MJ 松：平伊西中上田火新江田 
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貞保師田原久田山中田田 
恥 南 
〇木林久土飯小 M 許大山山横 
^000019131040 
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誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうちに興奮 
のるつぼと化してしまう。 


-瞬の吉らめきと 


チヤレンジヤー 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
— 。より良質の素材を求め、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額に光る一粒の汗と同じです。 



日本ハンドボール協会検定工場 

CfSenoH® 

本社/東京都干代田区神田司町 2-7 S (03)292-5411 


がっかず、結局ペナルティースロ 
"■■コンテストで山陽女が4 —3で 
劇的な勝利を収めた。(浜田) 

£市女 23(1211119 6115郡山女 

〔戦評：-小松市女のスロ—オフで 
始ま h ,、 いきなり西田のロング シ 
ュ—卜で先制した。郡山少もなん 
と.か小松デイフェンスを崩そぅと 
する が' 1H 点目が9分、2点目が 
1 S 分となかなか得点できない。一 
方小松市女は早いパス回しから1 
占 {ずつ ;JD 占 一していく。 

郡山女もょぅやく前半残り5分 
から後半10分まで必死に攻撃をし 
かけ、五分の試合を展開する。だ 
が、それも次第に疲れが目立ち、 
点差を広げられていまった。(中 
島) 


.■^'000105230040 

幻木沿藤城見野本池律藤雪立 

砒 辺辺 

fllr 、 鈴柳伊 III 七伴橋青渡安渡松 
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お田部本田川本川出田坂安 

::': n 收前 

W 小阿谷西堀山白西大中三 

得の0 011161 


川崎北 16t6 10 M 76 j 13 鈴® 台 

〔戦評〕ょく似たタイプ同士の対 
戦となったが、立ち上がりから川 
嵴北が GK の好守でぺースをつか 

み、着々 と 加点していつた。これ 
に H して鈴 ffl 台もセットオフエン 


スなどで反撃を試みるが、決定力 
を欠き、10|6と川崎北のリード 
で折り返した。 

後半に入って、両チ！ムとも持 
ち味を生かし、一進一退の攻防を 
くり広げるが、中盤すぎに川崎北 
に連続退場があり、そのスキに鈴 
襴台がベ！スをつかみ、速攻など 
で徐々に点差を縮めていった。し 
かし、川崎北も奥山の個人技など 
で盛り返し、両チ L ムとも譲らず 
結局川崎北が前半のリードを守り 
16—13で勝利を握った。(木村) 
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但寸〇06 313200100 


15 16 6 M 57 J 12 佐*関 

〔戦評〕四天王寺は西村のロング 
シュ—卜が決まらず、苦しい立ち 
上がりとなった。佐賀関はエリア 
前の細かいパス回しでポスト、ミ 
ドルをねらい、あせる四天王寺か 
ら二つの警告、ペナルティーを得 
て、守りのリズムを狂わせ、速攻 
を出させず、1点差の緊迫したゲ 
—ム展開となつた。 

後半に入り、守りの動きが良く 
なった四天 T 寺は' 速攻、ペナル 


テイーなどで8連続得点し、完金 
にべースをつかんで佐賀関を一方 
的に突き放した。(奥田) 
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#001350200300 
M 原山田本村水藤永田田藤林 

CS 河岡吉善上清佐福浜藤西松 
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5田田海沢村森野田部崎田藤 

難石時鳥唐中三小竹阿山山斉 


が速攻に結びつけ、残り 3 分で 14 
—17 と 3 点差にしたが、前半の失 
点が大きく、力尽きた。(能波) 
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钥口本上河西保村畑木田田 

_水梅井留中久西堀八竹上_ 

也寸0 050151604 00 122 

昭和学院18(51311104一14岩国商 

〔戦評〕立ち上がり両チームとも 
やや堅さが見られたが、岩国商が 
速攻、ロング シユ ートと先制、し 
か' L 昭和も次第に動きが良くなり 
10 分には 5 i 3 とリ ー ド。その後 
も岩国のミスが目立ち、そのミス 
を昭和が速攻へ結びつけ、ロング 
シ ュート 、ポスト シュ ートと 着々 
と加点し、前半を 13|4とリ|ド。 

後半に入り、前半には見られな 
かったミスが昭和に続出し、岩国 


浦和実17一98叫96一15|女 

〔戦評〕両チームとも立ち上がり 
からリズム良く 3 得点ずつをあげ 
るが、その後は互いにミスが続き 
思ぅょぅ に得点できなかった。浦 
和実は前半の終盤、山口、佐藤の 
ロングが決まり、逆に佼成女は執 
印の シュ ー トが決まらず、2点差 
で前半を終了。 

後半に入ると佼成女が連続得点 
を重ね逆転。浦和実は 7 分間得点 
できず、退場者を出す苦しい展開 
となった が、 5 人ディ フヱ ンスで 
ょく守り、 サィドプレ — J ^-1 の速 
攻、佐藤のロングで追いつき再度 
逆転。佼成女は、終盤エース執印 
の速攻。ロングで必死に追い上げ 
るが、浦和実が僅差で逃げ切った。 

(中川) 
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山陽女 20111 9 M 8 4 j 12 彦根商 

〔戦評〕彦根商が PT で先制する 
が、山陽女が足を使った固いディ 
フェンス、 GK の好守、早いボー 
ル M しなどで着々と加点、7点を 
連収して優位にゲ—ムを進める。 
後彦根商もカットなどから走 
つて反撃するが、互いに得点し前 
半の差は縮まらなかった。(馬場) 


得〇 03130103010 

S 池川野田佐居智紫 M 本 M 出 

ほ棚北矢 III 嶋安越問 III 吉山井 
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岡本' 
中川. 


幻 貞保師田原久田山中丨田田 

rill 森久丄飯小長許大山山横 
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(3) 

T 

P 
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で2点を連取。対する名門•小松 
市女は出鼻をくじかれ、少々あせ 
り気味でゲ—ムを展開する。また 
13分頃、小松市女•山本が負傷退 
場といぅアクシデントに見舞われ 
意気も上がらず、前半を12—5と 
川崎北リ—ドで折り返し。 

後半早々、小松市女の.猛攻で4 
点差にまでなるが、川崎北•井上 
のゲームメィクにより終始リード 
した形でゲ—ムを終えた。(西園) 
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W 田部本田川本川出田烏安 
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川崎北23(1112||105一$松市女 
:戰評〕川峰'北がポスト、サイド 


U 田瀧上山藤田袋端上井田藤 

D 森上井奥佐山島村村松平伊 

姐寸〇 09304200500 


四天王寺 191: 


〔戦評一四天 T . 寺は西 W のロング 
で先取点を奪い、その後も固い守 
りからの速攻でじわじわと得点を 
重ねた。昭和学院は、斉藤のロン 
グとエリア前の細かいパス回しか 
らポストをねらう攻撃をするが' 
四天王寺〇仄水口の好守もぁり、 
思うょうに得点できず苦しい展開 
となつた。 

後半、昭和は斉藤のロングが決 
まり出し、ぺースをつかむかに思 
われたが、大事なところで四天王 
寺の速攻を許してしまい、最後ま 
で力を出し切れなかった感がある。 

(奥田) 
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fln 田田海沢村森野田部崎田藤 

呢石時鳥唐中三小竹阿山山斉 


P 

F 


審 




制口本上河西保村畑木田田 
R 石 
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浦和実24 


14 山陽女 


。昭和学院 


s 

〔戰評〕立ち上がり、互いに GK 
の好守にシユートを阻まれ' 3分 
30 秒' 浦和がサイドシュートを決 
めて先制、以後4点を連取◦しか 
し、山陽もずらしからのサイドシ 
ュ ー トで 返すが、浦和は佐藤のダ 


ィナ.ミッケなロングシユートで 
着々と加点。 

山陽も佐藤へのマンツーマンを 
試みるが、 フリ —スロ I からロン 
グシユ—卜を決められ、打つ手が 
なくなる。 

後半立ち上がり一進一退であつ 
たが、速攻、ロング、サイドシュ 
—卜と多彩な攻撃力を持つ浦和実 
が快勝した。(西園) 
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川崎北11 


ゾ四天王寺 


‘ T6J 

〔戦評〕井上を中心とする試合巧 
者の川崎北と西村のロングシユー 
卜、速攻と攻撃力を誇る四天王寺 
の対戦。川崎北の2点連取で始ま 
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_水梅井留中久西堀八竹上 


P 

F 


審 


中川一 T 
岡本 j P 


H 田瀧上[ II 藤田袋端上井田藤 

[111¢.森上井奥佐山鳥村村松平伊 
51 寸〇〇 2230200200 


1 


IX 

IX 


つたが四天王#が3点を速取、再 
び川崎北が得点するなど一進一退 
の展開を見せた。後半17分、川崎 
北•井上の退場を機に四天王寺が 
逆転した。しかし、川崎北は奥山 
らの活躍で3点を連取して再逆転、 
その玄ま逃げ切った。(中島) 


決勝 


14浦和実 21一 813 M 910 一 19 J 1 I 崎北 


1S 
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24 


〔戦評〕川崎北はディフヱンスか 
ら早いボ！ルのつなぎで先制した 
が、11分までそれぞれ得点をあげ 
7—7。それ以後、浦和実•長島 
のサイド、佐藤のフリ—スローな 
どで3点をリードして前半終了。 

後半も浦和ぺースで始まったが 
10分過ぎょり川崎北は走り出し、 
23分には1点まで追い上げたが、 
浦和実•佐藤に決められ、結局2 
点差で終了した。お互いに持ち味 
を出し切った好ゲームであった。 

(馬場) 
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兵庫インタ—八イを振り返つて 

〈女子初優勝〉 湳和実業学園高校•山田克彦 


昭和59年、秋田インターハイ、 
男子初優勝に次いで、今年の兵庫 
インタ1ハイでは女子が二度目の 
出場で初優勝を果たすことが出来 
ました。今年のチ—ムは、チーム 
•ワークをモットーに、レギユラ 
丨 7人を3年生で構成。各ポジシ 
ョンに個性豊かな選手が育った。 

左サイド、長島はワンマン速攻を 
得意とし、フェイントカは抜群、 
サイドシユートにはハイテクニッ 
クを擁する。左45度、エース佐藤 
はロングシユートには威力があり、 
ポストパスにも器用さがある。左 
ポスト、地引はポストシユ！卜は 
もちろん、カットイン•ブレーに 
も銳さがあり、ディフヱンスの読 
みと判断は抜群である。右45度山 
口はチームー番の長身選手であり、 
変則的なロングシュートを放ち、 
相手 GK のキービングを迷わすほ 
どである。また、ムード* メーカ 


1として、チームに明るさをもた 
らした。右ポスト.園部は、ボス 
トシュートの確率は高く、.ディフ 
エンスも堅実、チーム•キャブテ 
ンとして良くチ I ムをまとめた。 
右サイド•小形は、小柄ながら速 
攻からのパス•ヮークは他の選手 
にはないテクニックを擁している_ 
そして守りの要 • GK 行武はノー 
マークに強く、持ち前の強肩を生 
かしての0仄スローは速攻の原動 
力となった。こぅいった理想的な 
7人で今年のチームは構成された„ 
昭和62年11月に行なわれた新人 
戦では、川口青陵を決勝で破って 
の優勝。翌年2月に行なわれた全 
国選抜大会関東予選に出場。リ— 
グ戦、第1回戦、千葉県•昭和学 
院と対戦。後半残り1分、.2点差 
で勝っていながらも、何でもない 
サイドからのパスを連続2本、イ 
ンタ1セブトされて、逆速攻。同 


点とされ試合終了。第2回も勝て 
た試合を同点とされたショックと 
気負いにょって敗戦。全国選抜大 
会の切符を手に入れることができ 
なかった。 

この日から精神面の強化を課題 
として、①キャプテンシー作り、 
②チーム•ヮークの向上、③集中 
カアップの 3 点を重点に練習を再 
開した。 

6月、関東大会県予選、川口青 
陵と2度目の決勝戦。■後半、残り 
30 秒1点負けをエ—ス佐藤のロン 
グシュ ー トで 同点に追い着き、延 
長戦となる。延長に入っては、佐 
藤のロング、長島の速攻で 3 点差 
で優勝を決めた。少しずつ粘りが 
見えて来た。そして、関東大会2 
月の全国選抜大会関東予選の二の 
舞いを踏まぬよう、また、「関東 
制覇」を目標として臨んだが、準 
決勝、東京都、佼成学園女子と対 


戦、9点差といぅ大差で敗れた。 
この試合は、エース佐藤が佼成の 
執印に打ち負けた試合であった。 
この日から佐藤の精神面とロング 
シュートの強化が始まった。幸い 
にして、インタ1ハイ県予選前に 
全日本ジュニア候補の強化合宿に 
参加することが出来て、精神面の 
安定性が生まれて来た。 6 月 28 日、 
いよいよインタ—ハイ県予選決勝。 
3度目の勝負となった川口青陵戦、 
前半4対6。後半の立ち上がりで 
4対9と引き離されたが、中盤、 

長島の速攻、地引のヵットインプ 
レーなどによ〇て、12対12と同点 
に追いっき、23分、エース佐藤の 
1 2 m からのロングシユートが決ま 
り、 13 対 12 でインターハイの切符 
を手に入れた。エース佐藤をはじ 
め、7人の選手たちの精神力、チ 
—ム■ヮークカの勝利であった。 

翌日より、インタ1ハイで勝つ 
ために暑さ対策として厚着をして 
の練習が始まったものの、今年は 
梅雨がなかなか明けず、満足な練 
習も出来ないまま、インタ！ハイ 
の日が近づいて来た。そんな折り 
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に、大崎電気女子監督の佐藤さん 
より練習に来るように連絡があっ 
た。喜んで参加させて載いた。2 
日間ではあったが、大崎電気との 
試合では、スピードにも慣れ、高 
いディフヱンスの上からも佐藤の 
ロングシユ—卜も決まり、チ I ム 
全体に自信が見られるようになっ 
て来た。また、佐藤監督さんの御 
指導により、速攻に一段と磨きが 
か.かり、デイフェンスもコンビネ 
1ションが合って来た。 

いよいよ .00 月2日、第1回戦。 
秋田県大曲農高と対戦。前年度準 
優勝チームであり、速攻を得意と 
した攻撃バターンなので、暑さ負 
けせぬ よう ゥォ丨ミングアップの 
時間を20分として試合に臨んだ。 
前半、立ち上がりエース佐藤の口 
ングシユートが入り、ムード良く 
前半 16 対4で試合を決めた。結局 
27対9で圧勝した。第2回戦、■鳥 
取県境高校と対戦。佐藤のロング、 
長島の速攻で29対8で勝ち、第3 
回戦、富山県高岡商高ともロング 
と速攻で 26 対 12 とべスト 8 に駒を 
進めた。 


準々決勝、今大会一番のャマ場 
とも言える俊成学園女戦。関東大 
会では大差で負けているが、選手 
たちはこの一戦のためにあの日か 
ら練習を頑張って来た。前半、す 
ぐに執印にロングを決められたが 
長島の速攻で1対1とする。その 
後一進一退の攻防が続いたが、後 
半に佐藤のロングが決まり始め8 
対6で前半を修了。後半、立ち上 
がりサイドシュートを立て続けに 
3本、速攻とで8対10と逆転され 
る。しかし、長島のサイドシユー 
卜2点で10対10と同点に追い着く。 
その後両エースの打ち合いとなっ 
たが、 10 分過ぎ、佐藤は PT を含 
めて3連取、執印はロングー本と 
2 G 分までに16対13と逆転をした。 
残り5分、執印にロングシュート 
を2本許したものの、長島のサイ 
ドで突き放し、17対15で準決勝進 
出を決める。準決勝では、広島県 
山陽女子高校と対戦。前日、佼成 
に勝った自信か、前半から佐藤の 
ロングと長島の速攻が良く決まり、 
13対6と試合の主導権を握る。後 
半も小形、長島の速攻が決まり、 


24対14で決勝進出を決める。 

とぅとぅ決勝の日がやって来た。 
ここまで来るとは思わなかったが、 
準々決勝•佼成学園に勝ってから 
はチームのムードも良く、決勝の 
対戦相手が川崎北高校と知って 
「優勝」出来ると私以上に選手た 
ちが思ったょぅだ。それは練習試 
合で一度も負けなかったことも大 
きな 自信となっていた。 

8月7日、9時、決勝戦開始。 
選手たちには「走られるな、もど 
りを早く、相手の明るいムードに 
飲まれるな」と指示を出した。 

さあ試合開始、案の上、開始早 
々、川崎北に走られ5分までに3 
対4とリードを許すが、15分には 
佐藤のロング8対7と逆転する。 
その後、長島のフェィントからの 
サィドシユートと速攻で11対8と 
差を広げ、前半、13対10で終了。 
後半に入って、10分までには6占 ( 
差とリードを広げたが、その後5 
分間で川崎北3番奥山に4連続得 
点を許し3点差と差を縮められ、 

ムードの上がった川崎北は走りに 
走り まくって 速攻、 カットインな 


どで引き分けには1点差までに追 
い上げられた。ここで作戦タイム 
を取り、佐藤にシユート • n 丨ス 
を指示、すぐに言われたコースに 
決め、2点差とする。 あと 2分、 

長島の速攻で追加が取れるかと思 
ったが、 GK に阻止され、逆速攻 
となる が相手もライン.クロスで 
ラッキ ーとなる。 残り30秒、マイ 
ボール。選手たちは時間を稼ぐた 
めに ゆっくり ボ—ルを まわしてい 
た所、パッシブ•プレーを取られ 
た。その笛を試合終了の笛と感違 
いして 選手たちは喜び合い出した 
ため、すぐに注意をして、ディフ 
エンスに もどらせる。 残り5秒。 
相手が フリ ースロ T からパスを出 
して、攻撃を仕掛けた所で今度は 
終了の合図。女子を持って6年で 
全国優勝が出来ました。 

最後に、御父兄の皆様方並びに 
学校関係各位の皆様方には御支援、 
御協力を頂きまして試にありがと 
ぅご ざいました。尚一層精進し、 
ょり良いチーム作りを目指して頑 
張ります。 
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ットブレ！を中心に、氷見クラブ 
は速攻が冴え、一進一退の攻防が 
続いた。 
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113 I 9 J 
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本田ク 29(5141105 1 15 県和商ク 
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浦添ク 3241 M 8£17 T ジェスト 


第 S 回全国クラブ選手権大会は、 
8月13日から15日までの3日間、 
愛媛県松山市で開催されました。 
男子は24チ—厶、女子は14チ—ム 
が#加しましたが、男子は昨年の 
国体開催ですつかり力をつけた沖 
縄の浦添クラブが初優勝、女子は 
全福岡が3年ぶりの優勝を飾った。 


男子 


後半は、スタミナに勝る氷見ク 
ラブが多彩な攻撃を見せ、テクニ 
ックを駆使する大同クラブを押さ 
えた。(白石) 


浦添ク19 


flo—n 


17本田ク 


〔戦評〕序盤5分間はお互いに堅 
さがとれず、ロースコアの展開と 
なる。 7分過ぎから、速攻と早い 
動きのコンビの浦添クラブ、セッ 
卜のコンビネーションの本田 クラ 
ブが互いに持ち味を出し、一進一 
退の攻防が続いたが、前半終了寸 
前、浦添クラブがペナルティーを 
得て、10|9と1点リ1ドして前 
半を終了した。 

後半に入って、本田クラブはミ 
ドルシュートが決まり始めて逆転 
する。しかし、浦添クラブも喜舎 
場へのミドルなどで懸命に追い上 
げ、残り10分で3点差。ここで本 
田•矢野退場の間に2点を連取、 
さらに〇尺高良毅の好キープから 
の連続速攻で逆転、気迫めディフ 
エンスで残り2分を守り切り、浦 
添クラブが逃げ切った。(川田) 
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第8回全国クラブ選手権 


〔8月13日〜]5日/愛媛県総合運動公園体育 
館，松山市総合コミュニティセンター体育館〕 


甫和クラブが初優勝(男子一 
全福岡は3年ぶ〇の栄冠(女子) 
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3 年ぶりの優勝を果たした全福岡 


見事初優勝を飾った浦添クラブ 
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◊準決勝 

広島ク S f 1 QM 8 A H 
〔戦評〕両チ—ムとも得点チャン 
スに着実に得点し、一進一退のゲ 
—ム展開であったが、広島クがリ 
1ド。 OHB も一度は追いついた 
が、パス ミスな どでリズムに乗り 
切れなかった。(小松) 
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全福岡1161^1齊川 

〔戦評〕5:.ち上がり6分、ォール 
香川.笠井のミドルシュートで先 
行、10分までに3点を連取するが、 
その後速攻を中心とした速い攻撃 
で 福岡が 514 として 前半を折り 
返した。後半に入ると両チ！ ムと 
もディ フェンスを 固め、点がなか 
なか入らずロ ー スコアーの展開と 


なる がシュ t 卜に正確性のある福 
岡が香川を押し切った。(武智) 
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〔戦評〕福岡は、今村を中心に早 
い動きと確実なパスワーク、尾木 
今村の速攻、薮田、田中のポスト 
シュートで着実に得点するが、広 
島は動きの良い福岡のディフェン. 

スを崩すことができず9-2で前 

半を終了する。 

後半に入っても、福岡はリズム 
に乗った早い動きで確実に得点し 
3年ぶりに M 勝を飾った。(高橋) 
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22氷見ク 


〔戦評〕先取点は、開始 30 秒、浦 
添クラブがリバウンドからの速攻 
で決めた。その後、5分に氷見ク 
ラブが1名退場の間に浦添クラブ 
は2点速取す るな ど10分には8— 
4とリードした。その後、両チー 
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ムとも一進一退を続け、浦添クラ 
ブのリ I ドで前半を折り返した。 

後半に入っても、浦添クラブは 
GK 高良毅の好守と新垣、東江な 
どが加点した。一方氷見クラブも 
中原、金原などが得点を重ねたが、 
一歩及ばなかった。(伊藤) 
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第11回東北クラブ選手権 


(6 月18日、19日•青森県七戸町 

立体育館) 

_子〉 

花卷ク 35 128 束北人学 S 

(岩手) (宮城) 

野辺地ク 36117 羽後ク 


f 青淼) 

七？ォン 

{青森) 

盛岡商友会 

藥 手) 

▼準決勝 

花卷ク 


2—3 

3 1 


25124 


(秋田) 

仙台育英ク 

(宮城) 

湯沢ク 

(秋田) 


30—23野辺地ク 


9岡 g 友会 23119 七戸ユニォン 

▼決勝 

花卷ク30一1515|1310一23盛岡商友会 

<女子〉 

▼ U -- グ戦 

帝和#> 23122 あすなろク 

{秋®(青森) 

令和洋ク17—14野辺地ク 

{青森} 

あ— 18116 野辺地ク 

S 位〕©^和洋ク②あすなろク 

@财辺地夕 


全国中学校青森県予選 


f 7月9、10日) 

▼ リーグ戦 

荒川中 14 f 86 M 4 6110野辺地中 


野辺地中20 


荒川中29 


'1 —5〕3由 H 中 
- 8 —— 8 J l、y J d 


16131! 


3 油川中 


〔順位〕①荒川中②野辺地中③油 
川中 


国体青森県予選 


(7 月9、10、16、17日) 

〈成年男子1部〉 

▼リーグ戦 

1マスタ-ズ27 I 23青森ク 

f i 26124 セー S 一ーオン 

七戸ユニオン 35128 青森ク 

〔順位】①青森マスタ—ズ②七戸 

ユニオン③青森クラブ 

〈成年男子2部〉 

野辺地ク 44113 

野辺地ク 46114 海 rl 安航篇 

【順位〕①野辺地クラブ②海自第 

2航空群 

〈成年女子〉 

▼リーグ戦 
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あすなろク 29.116 野辺地ク 
I 順 S ①あすなろクラブ②野辺 
地クラブ③七戸クラブ 
〈少年男子〉 

▼1 回戦 

青森高 35115 七戸高 
柏木農高 28110 三本木高 
青森南高 32—16 十和田 H 高 
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►準決勝 
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〈少年男子〉 

▼1 回戦 

境エ 52—4 
米東 A 2914 
▼ 2 回戦 

境 A 28-12 
米 北 22115 
米東西 16—8 
米東 A18116 


府中 1019 文大杉並 
田 無 918 菊 華 
藤村女子1317 青 学 
石神井 16—6 文華女子 
日体桜華 1719 明星学園 
神代 12110 東大和 
江東商 23111 日野台 
▼準々決勝 

佼成女子3718 府 中 
藤村女子 2114 田 無 
日体桜華14—13石神井 
2 p T c 1 

江東商 2818 神代 
▼準決勝 

佼成女子 28116 藤村女子 
日体桜華16115江東商 
▼3 位決定戦 

江東商 32116 藤村女子 
▼決勝 

佼成女子34|1717||54一9日体桜華 



国体鳥取県予選 


{7 月9、10日，境高校) 
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府中西 

八雲学院 
共立第二 
南 野 
立教女子 

調布北 
豊多摩 
武蔵野女 
上野 
国分寺 
雪ヶ谷 
清 瀬 
広 尾 
桐 朋 
篠 崎 
H 野 
白 鷗 
府中東 
農大一 
富士森 
三 商 


大崎 1016 
東大和 1014 
府中東 61 4 
農，大一 26—0 
小 岩 1816 
日野台 1515 
富士森 13—8 
三 商 13|00 

▼ 3 回戦 

保 谷 15—4 
葛飾野12—11 
府中 1215 
富士 1312 
田 無 8—4 
井 草 13|8 
五 商 1418 
青 学20— S 
文華女子 18110 
本 所 1713 
明星学園 16113 

大 倚 8-4 

東大和 2011 
小 岩 13111 
共立第二 918 
日大二 14—3 

▼ 4 回戦 

保 谷 1115 
府 中 17110 
田 無 816 
青 学20 18 
文華女子 11110 
明星学園 14—5 

東大和 10—7 

日野台 12—8 

►.5回戦 

佼成女子 1912 


富 士 

▼ 3 回戰 
断中西 
学芸太付 

国立 

西 

R 野 
太 泉 
屮大附 

R 大二 

調布北 

修徳 

久留米西 

小 岩 

神代 

青 山 

国分寺 

富 士 

▼ 4 回戦 

S 芙附 

0 立 

日 野 

中大附 

調布北 

久留米西 

神 代 

南 野 

▼ 5 回戦 

明 星 

a 立 

府 中 

東 京 

y 体桂原 

東村山 

農大 f 


20 I 17葛 飾 


9 1 〇 
1 1 

6 1 5 

^—II 

3 PTC 2 

218 
2 1 

20 —11 

2915 

3 1 4 
2 1 —_ 

2 1 〇 

2 2 

21—7 

16 —9 

614 

2 1 

40—11 

415 

2-1 

〇13 

2 1 

27 I 21 

2419 

1± 

2 1 


16 —5 

4 — 4 

0^ 1 

24-8 

916 

1 1 

1_8 

2 1 

2—1 

2 2 

8—4 

11 1J 

3—〇 

i-H U 


26 15 

27 I 24 

14—7 

18—8 

2616 

21 — 20 - 

■:J ! ■J.- 

1 —: 


永 

江戸 


山 


東大和 
本 所 
西多摩 
武工大附 
日野台 

足 立 

富士森 

墨田川 

五 商 

早大学院 

昭和ーエ 

明 正 

南 野 

大崎 

府中西 

西 

大 泉 

日大二 

修 徳 

小 岩 

青 山 

富 士 

学芸大附 

八王子東 

日 野 

中大附 

調布北 

久留米西 

神 代 


拓大一 
▼準々決勝 
明星 
東 京 
日体荏原 
拓大一 
▼準決勝 
東 京 
日体荏原 
▼決勝 

日体荏原 19 

〈女子〉 
▼1 回戦 
田 無 
日 野 
► 2 回戦 
保 谷 
調布北 
葛飾野 
武蔵野女 

府 中 

墨田川 

富 士 

国分寺 

田 無 

井 草 

雪ヶ谷 

清 瀬 

五 商 

青 学 

桐朋 

文華女子 

本 所 

明星学園 

H 野 


28—2 


815 
3 1 

21—9 

5—〇 
3 2 

31〇 
2 1 


5—4 
2 2 

〇 18 
2 1 


'12—7〕 
%—11、 


20 1 5 

17—2 
11—2 
3513 
1119 

キケン 

3112 

1312 

24—5 

2_1 

1 1 

2414 

1612 

371 

8 —— 5 

19—8 

31 —6 

15—6 

1412 

13—5 

C 0, _1 

—a 1J. 


—— 











▼小延都宮小泉 
||林岡城崎 ケ 
戦南東商商林丘 


宮日 小延日都 
崎向妻林 南城 
北ェ ェ岡ェ西 


泉都都宮 
ケ城城 ！ S 

丘商工央 


23 33 4013 28 28 25 1916 

1111111 I I 

17 6 5111110 20 1614 


12 

小 

宮小 

延都宮泉 

延西宮宮 

都宮 

林 

崎 

岡城崎ヶ 

岡都ぼ崎妻城崎 

商 

西林 

東商商丘 

商商央南 

西女 


26 

9 38 261514 36 28 25 20 25 日 

II 1111 1111 • 

8 6 151312 9 6131812 香 

東 

中 

木桜 紫古光勝 龍香山玉 学 

高 校 

太町 雲松洋賀 雲東田藻 


19 22 20 212126 

II 1111 

1018 13141513 

光山 玉紫桜香 
洋田 藻雲町東 


910 

1 I 

19 28 

1 I 

30 5718 32 
1111 

25 2119 24 42 24 28 
1111111 

13 9 

1 I 

3119 

| I 

22 3918 34 
1111 

! 1 

8 4 

1 

15 8 

1111 

9 513 7 

1111111 

9 714 8 9 4 6 

1 1 

12 7 

1217 

1111 
16111014 



1311 

1 I 

22 27 

1 I 

231615 22 
1111 

2216 20 

8 7 
\_ / 

4 6 

913117 

r 11 

4111 

15 

香 

紫塩 

古龍木香 

光綾桜 

川 

雲江 

高 

松雲太東 

洋南町 


917 

1 I 

12 31 

1 I 

91316 20 

1 I 1 

2 

1 

16 

1 1 

1 1 

2 2 

5 6 

1 1 

5 2 4 4 

0 

18 

、 _ ， 

4 

香 

古木 

紫桜光龍 


12 

木 

東 

高 

松太 

雲町洋雲 


太 


宮崎南 

宮崎エ 

宮崎第一 

宮崎西 

▼準決勝 

宮崎エ 

宮崎西 

▼，決勝 

宮崎西22 

〈女子〉 
▼1 回戦 
本庄 


本庄 
小 林 
宮崎西 
小林商 
▼準決勝 
本庄 
小林商 
▼決勝 

本庄 19 


小 林 
西都商 


宮崎南 
宮崎第一 

19宮崎ェ 


▼1 回戦 
都城西 
日 南 
▼ 2 回戦 
宮崎南 
宮崎中央 
都城エ 
宮崎ェ 
宮崎第一 

都^商 

泉ケ丘 


第15回宮崎県高校継体 

( 6 月 5〜7 日/宮崎西高校) 
〈男子〉 


(7月25、 
〈男子〉 
▼1 回戦 

勝賀 

光洋 

古高松 

紫雲 

▼ 2 回戦 

香 川 

桜 町 

木 太 

綾南 

▼準決勝 

香 川 

綾南 

▼決勝 


22日•光洋中学校 


〈女子〉 
►1 回戦 
.香 東 
紫 雲 
古高松 
▼ 2 回戦 
山 田 
塩 江 
紫 雲 
香川一 
▼準決勝 
山 田 
香川一 
▼決勝 

山 田24 



香 川30一1713|43 


7綾 南 


宮崎西 38—12 日 南 

▼ 3 回戦 


古高松14 


〈女子〉 
▼1 回戦 
山 田 
木 太 
香 東 
古高松 
▼ 2 回戦 
山 田 
香 東 
▼決勝 

山 田 26 


7月210、 

(男子> 

丁㈣戦 

41:高松 

山 田 

木 太 

光洋 

► 2M 戦 

古高松 

木 太 

▼決勝 


第17固鹿児島県中学春季大会 

(6 月18、19日•国分市総合体育 
館) 

〈男子〉 

▼•予選リーグ 


香川県中学校総体 


► S 勝 

境 A28111 米 北 
米東西 309 米東 A 
►決勝 

境 A 19 f 109 M 75 j 12 米東西 

<少年女子> 

▼1 回戦 

米 東 2618 米南商 

米 北 キケン 倉 東 

▼ 2 回戦 

境 高 32111 米 m 

N s C 328 米 北 

▼決勝 

境 ^22 ( 148 M 0'4 j 4 NSC 

へ成年男子〉 

米 -7* 北 OC 1486 N 67 I 13 境港クラブ 



高松市中学校総体 


国分 A 11—7 鹿大附属 
東谷山 2512 国分 B 
伊 敷 23—6 東谷山 B 
重 富 17—8 谷 山 
国分 A 17—11伊 敷 
鹿大術属 2514 東谷山 B 
東谷山 A 1919 重 富 
谷 山 14—6 国分 B 
▼準決勝 

国分 A 1318 重 富 
東谷山 A 13—10鹿大附属 
►決勝 

東谷山 A 11 I 47 M 36 〕 9 国分 A 

〈女子〉 

►リーグ戦 

重 富 1517 谷 山 
鹿大附属 1612 伊 敷 
重 富 1216 東谷山 
谷 山 15115 伊 敷 
鹿大附属 913 東谷山 
鹿大附属 1911 谷 山 
東谷山 1415 伊 敷 
鹿大附属 919 重 富 
東谷山 2313 谷 山 
重 富 1414 伊 敷 
〔順位〕①鹿大附属②重富③東谷 
山 


-24 - 




















ASICS Handbail Wear 


•面こに■三 y てのお，合 b 呤达会 y 了ン v タス.占賢者 <Ptr 
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ァシックス 
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視界、 

経済情勢の視 


360 ° 


) 視界、庚好ですか7 

時々刻々と移0変わる情報をい4にすばやくキャッチして 
■ 

いかに的確な半! p を下してし k か。^ limsa 用の条件です。 

東洋証券は、あなだ5)資_運用 to 水先案内人。 

導かな情報いぺ咬視界をひろげます 1 



©東洋証桊 


■本店：〒103栗京都中央区□本橋 WD -5 ■電話： D 3( P 74)0£〗 丨■資本金.113億円強■社員数：]， 40 D 人 
■店舗網：全国犯店舗海外：ロンドン，ニューヨーク‘香港 


棚国債 : 77 ンド 5 

〈公社賡投資信託•追加型）（設定■運用は s ： 


* 好利回^で、出 U\tl 自由申 

で好利 iua 

■ 1ガ月据え置!サば、手数料なしで出 bA れ自由。 
お申しは 1 D 万丹以上1万丹車位 


疋 

三年価 
千間三 
三購百 
百読五 
円料拾 
一円 
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